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第５章．第 2部　最新のウォーカブル講演

　神田ウォーカブル研究会では、まちづくりの第一線で活躍されるにゲストの方々をお迎えし、実際

に行われた社会実験事例や海外事例の紹介など様々な講演を行っていただいた。これらの講演を通し

て、ウォーカブルなまちづくりの重要性・必要とされる要素について学びを深めた。

図 5-2. 京都市三条通　まちづくり社会実験 2021

　魅力的な都市空間形成や交通安全性の効果が実際に見受

けられている海外シェアード・ストリート事例紹介を皮切

りに、日本での歩車共存道路創出に向けた社会実験の取り

組み、未来の日本の道路空間に対する願いについてお話し

をいただいた。海外事例紹介では欧州の事例を中心に大通

りの生活道路化の成功及び推進の要因として、通りごとに

最適な生活道路の在り方を考えること、道路活用（タイム

シェア）・法整備・社会実験が一体となり行われていること、

市民と共に空間活用を考えていることなどが挙げられてい

た。一方で、交通規制の厳しい日本においてはタイムシェ

アを積極的に用いたり、地域住民・学生を巻き込んだ社会

実験を行うことを通じて道路空間の在り方・歩車共存の制

度化協議を促すこと、歩車共存道路創出の動きが進められ

ていることが挙げられていた。

　以上のことを踏まえた上で、将来的には歩車共存の制度

化、柔軟な歩行者道路の運用、デザイン性に優れた交通安

全対策などがあってほしいと述べられていた。

　ポートランドは緑に囲まれた小さな街で、独立単体の都

市圏を形成しているアメリカで最も環境にやさしい街であ

る。ポートランドのウォーカブルにおいて注目すべき点は

大きく 3つある。1つ目は、都市の成長をコントロールする

ための制限をおこない、歩きやす街を形成している。現在

ではミクストユースの街へ転換しており、明確なビジョン

を持って街作りを進めている。2つ目は、ミクストユースと

通りのデザインである。ポートランドの都市デザインコン

１）シェアード・ストリートと歩車共存道路の可能性　山口敬太氏

２）ポートランドのウォーカブル　山崎満広氏

　ガイトウスタンドのプロジェクトでは、上野・湯島の仲

町通りを対象地として、商店街の街灯にテーブルを設置し

立ち飲み空間を作り、夜の街の印象を変えていく。対象地

は、老舗の多い通りであったが、戦後は歓楽街化が進みコ

ロナ禍で人が少なくなった現状がある。ガイトウスタンド

の設置では、道路占有の許可基準の緩和を利用し規制に収

まるようにした。また、地元の方達協力のもと、仲町通り

の、どの街灯に設置できるのかを検討した。プロジェクト

の調査結果では、利用者の中には女性が多くみられ、3人

以上のグループ利用が約 4割を占め、立ち飲みならではの

アクティビティが見られた。また、プロジェクトの仕掛け

として設置したメニューマップの QR コードが好評であり、

店をはしごする人が多くなった。

　プロジェクトでのキーワードとして、「寄生」というも

のがあり、それにちなんで「東京寄生デザイン会議」を行っ

た。会議では、活用を促す仕組みだから、モノとして「簡

単に見える」ことが大切であるといった意見が出た。

　ガイトウスタンドのプロジェクトでは、設置体験等の

ワークショップ参加などにより、ガイトウスタンドを使用

する人々が街を作る演者になることで、立ち飲みだけでな

く文化と歓楽が融合する街を街灯を通して表現できた。

２）ガイトウスタンド　永野真義氏

図5-3. ポートランドのウォーカブル①

図 5-7. ガイトウスタンド③

出典：ikenohata-nakacho.com

セプトでは「エコ・ディストリクト」というコミュニティ

の意見を取り入れた官民協働で街作りがある。パール地区

のマスタープランでは、人中心の街作りとして道路空間よ

り歩道空間を整えることに力を入れている。3つ目は、コ

ミュニティの声を聞いた開発である。パール地区の街では

歩道空間の長期的な維持管理として、コミュニティーワー

クショップを行い、地域の人々が参加できるような仕組み

を取っている。

　ポートランドは将来的に人々が豊かに暮らせるよう、ビ

ジョンを達成する為、優先度を決めて都市の計画を進めて

いる。

図 5-1. 海外事例：ウィーン・マリアヒルファー通り

図 5-5. ガイトウスタンド①

図 5-6. ガイトウスタンド②

図 5-4. ポートランドのウォーカブル②
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